
政府が進める原子力発電所再稼働に関する申し入れ

関西においては、福井県の長年にわたる厳しい安全確保対策のもと、同県に立地する原子力

発電所からの電力供給を安定的に受けることにより、住民生活の向上や産業の振興などがもた

らされてきた。しかしながら、福島原発事故が極めて深刻な被害を及ぼし、いま、原子力発電

所の安全管理が厳しく問われる状況となっている。

このような中、政府におかれては、関西電力大飯原子力発電所第 3号機及び第 4号機の再稼
働に向けて、このたび、福井県並びに滋賀県、京都府に対し、その判断についての説明が行わ

れた。

一方、エネルギー政策は、国家の最重要事項の一つであり、国民的議論の中で大多数の国民

の納得を得て推進されるべき国の基幹的事務である。しかし、現時点では、原発の依存度を下

げるという方向が示されるのみで、そこに至るプロセスや、将来にわたる我が国のエネルギー

政策のあるべき姿が示されているとは言い難い。

いま、こうした国民的な不安を払拭するためには、我が国のエネルギー需給の将来像を明確

に示すとともに、そこに至る過程において原子力発電を活用する場合には、その安全を確保す

る対策を科学的に、かつ国民にわかりやすく説明する必要がある。

そこで、以下の項目について、早急に対応されるよう求める。

１ 大飯原発の再稼働に関し、このたび公表された安全基準の各項目がどのようなレベルで満

たされているのかを原子力安全委員会が判断し、政府として関西広域連合に説明すること

２ 原子力発電に関し、中立性が確保され、科学的、客観的な判断を行いうる体制を早急に構

築すること

３ 世界的に見ても最高水準といえる安全対策を講じること

４ 万が一の事故に備え、政府や事業者のとるべき対策を速やかに講じるとともに、防災指針、

防災基本計画や原子力防災体制を緊急に整備すること

５ 我が国の将来のエネルギー政策の姿とそこに至るプロセスを示すこと

６ 今夏の電力需給について徹底した検証を行うとともに、その全てを公開すること
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